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加熱部と冷却部の
温度差に応じて

100℃未満で動作することの長所
○材料が安価になる
○水が凝縮する潜熱を利用できる．
水の潜熱は約2265kJ/kg，比熱約2.0kJ/(kg･K)
の過熱蒸気を100℃から700℃まで加熱する熱
量よりも大きい．

冷却

加熱

ピストンで動力を
発生する．

内部の気体を
膨張収縮させ

200年前（1816年）に燃焼による加熱で動くものが
発明された．お湯で動くものは1983年に実証され，
低温度差スターリングエンジンと呼ばれる．

低温度差スターリングエンジン競技会・発表会を大分大学が共催しております．詳細は日本
機械学会技術と社会部門のサイトをご覧ください．

加藤は，従来は精密な加工が求められた低温度差
スターリングエンジンの製作を，小学生でも可能なも
のにした．（写真や図は上記リンク元から）
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2016年9月時点で英

文ジャーナルに報告
された低温度差ス
ターリングエンジンの
実験によるp-V線図

は，おそらくこれをア
レンジした装置の
データのみ．


